
　

千
葉
県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
が
12
月
か
ら
小
学
校

3
年
生
ま
で
拡
が
り
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、
助
成
の
拡
充
を
繰
り
返

し
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
知
事
も

公
約
に
掲
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

2
月
県
議
会
で
も
、
そ
の
実
現
を

迫
り
ま
し
た
。

県教育振興基本計画の申し入れ

田
村　
智
子

　
（
元
国
会
議
員
秘
書
）

 

さ
い
と
う
和
子 

　
（
党
県
青
年
学
生
部
長
）

　

中
学
校
3
年
生
ま
で
拡
大
し
、

入
院
1
日
、
通
院
一
回
の
３
０
０

円
自
己
負
担
や
所
得
制
限
を
な
く

し
て
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

＊
県
は
、
実
施
す
る
市
町
村
に
た
い
し
て

費
用
の
2
分
の
1
（
千
葉
市
は
6
分
の

1
）
を
負
担
。
助
成
内
容
は
各
市
町
村

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
）

　

私
学
経
常
費
助
成
の
県
の
補

助
が
高
校
で
生
徒
一
人
当
た
り

３
０
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
に
、

幼
稚
園
で
３
０
０
円
か
ら
６
０
０

円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
倍
増
し
ま
す
。

私
学
関
係
者
の
強
い
願
い
と
、
日

本
共
産
党
の
粘
り
強
い
と
り
く
み

が
県
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

授
業
料
の

　

減
免
制
度
を
拡
げ
よ

　

今
年
度
、
国
の
私
立
高
校
生
へ

の
就
学
支
援
事
業
で
、
千
葉
県
に

は
60
億
円
の
お
金
が
き
ま
す
。
と

こ
ろ
が
県
は
、
そ
れ
を
い
い
こ
と

に
、
県
独
自
の
4
億
円
近
い
授
業

料
減
免
予
算
を
８
３
０
０
万
円
に

大
幅
減
額
。
こ
れ
で
は
授
業
料
助

成
予
算
の
ピ
ン
は
ね
で
す
。

　

就
学
支
援
事
業
以
外
に
も
、
国

か
ら
の
お
金
は
、
授
業
料
減
免
の

た
め
の
地
方
交
付
税
（
2
億
3
千
万

円
）
や
、「
高

校
生
等
就
学

支
援
臨
時
特

例
基
金
」
が

あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党

は
、
こ
れ
ら

を
使
っ
て
、

授
業
料
減
免

制
度
を
拡
充

高
校
と
幼
稚
園
で
補
助
倍
増

納
付
金
へ
の
助
成　

研
究
を
約
束

県
は
12
月
か
ら
小
学
3
年
ま
で

さ
ら
に
制
度
の
拡
充
め
ざ
し
ま
す

す
べ
き
だ
、
と
強
く
要
求
し
ま
し

た
。

　

授
業
料
以
外
も
助
成
へ

　

こ
の
春
、
県
内
の
私
立
高
校
で

授
業
料
減
免
を
受
け
て
い
た
母
子

家
庭
の
生
徒
が
卒
業
式
後
に
卒
業

証
書
を
置
い
て
い
く
よ
う
言
わ
れ

ま
し
た
。
施
設
設
備
費
な
ど
が
納

め
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私

学
団
体
の
調
査
で
も
母
子
家
庭
や

家
業
不
信
、
失
業
・
病
気
な
ど
収

入
減
の
家
庭
の
学
費
滞
納
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
授
業
料
減
免

だ
け
で
は
救
え
な
い
、
減
免
制
度

を
授
業
料
以
外
に
も
広
げ
よ
」
と
迫

り
ま
し
た
。
総
務
部
長
は
「
非
常
に

心
の
痛
む
思
い
だ
。
今
後
、
急
ぎ

研
究
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

就学支援事業とは？
公立高校の無償化にあわせた
私立高校生への授業料助成制度

・私立高校生一人当たり
　　　　　　 11 万 8800 円／年

・年収 250 万円未満は、2 倍
・年収 350 万円未満は、1.5 倍

子ども
医療費

返還金カンパと高額パーティー

内
部
告
発
と
共
産
党
の
追
及
で

県
が
調
査
を
開
始

ご一緒に前進させました
●県の特養ホーム建設補助金（1床当たり）を
　 250万円から400万円に引き上げ。

　県内の特養ホーム定員（人口比）が全国一少な

く、待機者が1万7千人を超え、介護疲れによる

殺人・自殺など痛ましい事件も後をたたないこと

を指摘し、増額を求めてきました。

●県が県外勤務の医師を県職員として採用し、
　自治体病院に派遣する事業を新規に始める。

　医師不足が深刻となっているもとで、これまで

共産党が要求してきたことです。

●今年度から県の道路4事業に対する市町村
　負担金を廃止（2億2000万円）。

　公園事業の負担金も2011年度から廃止の方

向、港湾事業は負担率の見直しを検討中。共産

党は、この負担金に一貫して反対してきました。

私学
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日
本
共
産
党
千
葉
県
議
会
議
員
団

小
松　
　

実

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

丸
山　

慎
一

（
船
橋
市
）

岡
田　

幸
子

（
市
川
市
）

み
わ　

由
美

（
松
戸
市
）

住
み
よ
い
千
葉
県
・
平
和
な
日
本
を
め
ざ
し
て

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す

　

県
庁
不
正
経
理
問
題
へ
の
県
民
の
大
き
な
怒
り
に

応
え
て
、
日
本
共
産
党
は
全
容
解
明
と
再
発
防
止
に

全
力
を
あ
げ
、
そ
の
追
及
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

県
庁
幹
部
の
関
与
と
、
そ
の
責
任
を
問
い
続
け
、

こ
の
問
題
の
背
景
に
、「
自
由
に
も
の
が
言
え
な
い

職
場
」
環
境
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
内
部
告
発
制
度

を
改
善
さ
せ
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
続
い
て
寄
せ
ら
れ
た
内
部
告
発
に

も
と
づ
い
て
、
幹
部
の
返
還
金
を
め
ぐ
る
一
般
職
員

か
ら
の
強
制
的
な
寄
付
金
集
め
や
、
県
教
委
北
総
教

育
事
務
所
な
ど
で
の
高
額
パ
ー
テ
ィ
の
強
制
に
よ
る

裏
金
づ
く
り
を
と
り
あ
げ
、
県
に
調
査
を
約
束
さ

せ
、
現
在
実
施
中
で
す
。

2校

JCP
四角形



　　　意 見 書 ・ 発 議 の 趣 旨

企業・団体献金の即時禁止を求める意見書

消費税増税に反対する意見書

普天間基地の即時・無条件撤去を求める
意見書

診療報酬の引き上げを求める意見書

製造業派遣の全面禁止と「専門業務」の抜本見
直しを求める意見書

不正経理調査特別委員会の調査期間の延
長（発議）

	 共産	 自民	 民主	公明	 市社無	

	 ○	 ×		 ×		 ○	 ○	

	 ○	 ×		 ×		 ×		 ○	

	 ○	 ×		 ×		 ×		 ○	

	 ○	 ×		 ×		 ×		 ○	

	 ○	 ×		 ×		 ×		 ○

	 ○	 ×		 ○		 ○		 ○

　○	賛成　	×	反対　各党派の態度は…

	かずさアカデミアパーク構想とは

無謀な「かずさアカデミアパーク構想」

　
「
株
式
会
社
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

パ
ー
ク
」
が
経
営
破
た
ん
し
ま
し

た
。
県
が
被
る
損
失
は
最
大
60
億

円
。
同
社
は「
民
事
再
生
」と
な
り
、

県
民
の
財
産
を
犠
牲
に
し
た
借
金

棒
引
き
で
会
社
を
身
軽
に
し
た
う

え
、
民
間
に
安
く
売
り
払
っ
て
生

き
残
ら
せ
ま
す
。
引
き
受
け
る
民

間
資
本
は
大
も
う
け
で
す
。

　

し
か
し
同
社
の
経
営
破
た
ん
は
、

県
の
「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー

ク
構
想
」
そ
の
も
の
の
行
き
詰
ま

り
の
反
映
で
す
。
構
想
で
計
画
し

た
１
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
企
業
用

　

と
こ
ろ
が
県
の
「
総
合

計
画
」
で
は
、
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
値
下
げ
で
「
か
ず

さ
の
優
位
性
は
飛
躍
的
に

高
ま
る
」
な
ど
と
、
ま
た

し
て
も
バ
ラ
色
の
夢
を
描

い
て
い
ま
す
。
こ
の
「
総

合
計
画
」
は
、
県
内
財
界

ト
ッ
プ
が
中
心
に
座
っ
て

策
定
し
、
幕
張
新
都
心
、

か
ず
さ
、
成
田
、
つ
く
ば

沿
線
の
開
発
を
拡
大
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
森
田
県

政
で
は
、
大
型
公
共
事
業

の
浪
費
は
止
ま
り
ま
せ
ん

　アジアへの侵略戦争を「正義の戦争」と描く歴史教科書の採択を

画策している「日本教育再生機構」の代表委員を務めている森田知

事。県議会で南京大虐殺や日本軍「慰安婦」について「事実かどう

かいろいろな考え方がある」などと答弁。わが国の加害の歴史的事

実を認めず、他国を侵略した過ちへの反省も示しませんでした。

			「愛国心」「道徳教育」「親学」強調の
　　　　千葉県教育振興基本計画を策定
　知事の肝いりで設置された「千葉県の教育を元気にする有識者会

議」で、戦後教育を「自虐史観」などと攻撃。その教育が子どもた

ちから誇りや元気を奪ったなどとする議論が行われ、「愛国心」「道

徳教育」「親学」をことさら強調する提言を出しました。その内容

が今回の県教育振興基本計画にそのまま引き継がれています。

　教育行政がやるべきは、あくまでも教育条件の整備であり、行政

の長が教育内容に介入するようなことは許されません。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
値
下
げ
す
る
か
ら
…

総
合
計
画
で
ま
た
バ
ラ
色
の
夢
を
描
く

　 1984年6月に県が策定。上総の約1000ヘクタールの丘陵に、3期30年かけて企
業を呼び込み、先端技術の研究開発拠点をつくる巨大開発計画。第一期278ヘク
タールは1996年に造成完了したが、企業が進出せず、県は2期以降を事実上断念。
「㈱かずさアカデミアパーク」（資本金97億5千万円）は、パーク全体の管理運営
とサービス提供のために県、地元市、金融機関などが出資して設立した第三セクター
会社。イベント用のホール、ホテル、施設の保守・管理などを行っています。

日 本 共 産 党

南京大虐殺、日本軍「慰安婦」…
  加害の事実を認めない森田知事

〝
県
だ
け
で
や
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
〟

　

三
セ
ク
㈱
か
ず
さ
破
た
ん
に
居
直
る
県

道
路
、
ダ
ム
、
土
地
代
…　

巨
大
な
開
発
に
１
５
０
０
億
円
投
入

地
は
、
が
ら
空
き
。
立
地
企
業
か

ら
払
っ
て
も
ら
う
予
定
だ
っ
た
運

営
協
力
金
45
億
円
は
、
9
億
円
し

か
入
ら
ず
、
そ
れ
を
あ
て
に
し
て

い
た
三
セ
ク
は
資
金
繰
り
が
つ
か

ず
、
借
金
が
か
さ
ん
で
、
破
た
ん

に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
県
は
、
こ
の
事
実
に

目
を
ふ
さ
ぎ
、
「（
か
ず
さ
構
想
は
）

県
だ
け
で
や
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
」

な
ど
、
一
言
の
反
省
も
な
い
ま
ま
、

今
年
度
、
か
ず
さ
全
体
に
26
億
円

も
の
県
費
を
投
入
し
ま
す
。

　

「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

構
想
」
の
第
一
期
事
業
（
２
７
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
た
め
に
、
県
が

つ
ぎ
込
ん
だ
財
政
は
、
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
、
ダ
ム
建
設
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
研
究
所
、
土
地
の
賃
借
料
、

ホ
ー
ル
運
営
の
赤
字
補
て
ん
等
々

１
５
０
０
億
円
。
こ
の
計
画
が
も

ち
あ
が
っ
た
30
年
前
か
ら
日
本
共

産
党
は
、
新
日
鉄
が
買
い
占
め
た

広
大
な
土
地
の
価
値
を
高
め
る
た

め
の
無
謀
な
開
発
計
画
だ
、

い
ず
れ
破
た
ん
を
招
く
と
、

一
貫
し
て
追
及
し
て
き
ま

し
た
。

（
県
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

2校

kihata
四角形


